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私
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
高
齢
者
福
祉
と
地
方
財
政

調
整
制
度
を
主
に
研
究
し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を

話
す
と
、「
北
欧
の
福
祉
は
充
実
し
て
よ
い
で
す
ね
」

「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
理
想
の
国
で
す
ね
」
と
返
答
さ

れ
る
場
合
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
実
態
は
そ
う

単
純
で
は
な
い
。
多
く
の
産
業
国
家
の
政
策
を
把
握

す
る
際
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」

「
新
自
由
主
義
」
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
政
策
を
理

解
す
る
際
に
も
重
要
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
高
成
長

を
実
現
し
、
福
祉
が
拡
充
し
た
。
そ
し
て
、
低
い
失

業
率
と
も
相
ま
っ
て
、
北
欧
型
福
祉
国
家
の
一
員
に

な
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
レ
ー
ガ
ン
革
命
、
サ
ッ
チ
ャ
ー

リ
ズ
ム
、
臨
調
行
革
な
ど
と
呼
ば
れ
た
新
自
由
主
義

的
な
政
策
が
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
で
行

わ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
北
欧
諸
国
は
新
自
由
主

義
と
は
別
の
道
を
歩
ん
で
い
る
と
さ
れ
、
日
本
で
は

と
く
に
政
治
や
政
策
に
お
い
て
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を

模
索
し
て
い
る
人
々
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
た
。

　

し
か
し
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
一
九
九
〇
年
代

前
半
の
大
不
況
と
Ｅ
Ｕ
加
盟
を
機
に
経
済
と
政
治
の

転
換
期
を
迎
え
、
福
祉
国
家
に
揺
ら
ぎ
が
生
じ
た
。

大
不
況
を
機
に
ノ
キ
ア
に
代
表
さ
れ
る
新
技
術
革
新

が
進
展
し
た
も
の
の
高
成
長
は
望
め
な
か
っ
た
。
財

政
緊
縮
と
減
税
、
行
政
改
革
、
規
制
緩
和
が
進
ん
だ
。

産
業
構
造
が
変
化
す
る
と
と
も
に
、
産
業
の
不
振
も

目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
農
業
の
衰
退
が
著
し
く
、

そ
れ
が
過
疎
化
に
拍
車
を
か
け
た
。
さ
ら
に
、
福
祉

の
削
減
や
民
営
化
が
進
ん
だ
。
伝
統
的
な
自
治
体
直

営
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
は
民
間
委
託
サ
ー
ビ
ス
に
変
わ

り
、
純
粋
民
間
サ
ー
ビ
ス
も
台
頭
し
た
。
多
国
籍
企

業
の
福
祉
へ
の
参
入
が
著
し
く
進
ん
だ
。
失
業
率
が

高
い
水
準
の
ま
ま
推
移
し
、
と
く
に
二
〇
歳
代
の
若

者
の
失
業
率
が
際
立
っ
て
高
い
。

　

こ
の
よ
う
な
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
状
況
、
と
く
に
福

祉
や
教
育
の
経
費
支
出
の
削
減
と
、
緊
縮
財
政
、
規

制
緩
和
と
民
営
化
の
進
行
を
み
る
な
ら
ば
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
を
背
景
に
、
新
自
由
主
義
的
な
政
策
が
広
く

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
所
得
税
と
法

人
税
の
減
税
、
富
裕
者
税
の
廃
止
が
行
わ
れ
、
付
加

価
値
税
率
は
二
五
年
間
で
二
ポ
イ
ン
ト
し
か
上
昇
し

て
い
な
い
。
増
税
で
は
な
く
、
財
政
支
出
削
減
が
優

先
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
隣
国
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
で
も
、
ほ
ぼ
同
様
な
動
き
が
み
ら
れ
た
。
当
然
、

国
民
の
不
満
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
こ
れ
ま
で
影
響
力
の
あ
っ

た
国
民
党
、
中
央
党
、
社
会
民
主
党
、
左
翼
党
な
ど

の
既
成
政
党
と
は
全
く
別
の
新
興
政
党
（
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
人
党
）
が
力
を
つ
け
、
政
権
の
一
翼
を
担
う
ま

で
に
な
っ
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
よ
り
も
福
祉
の
見
直
し

や
民
営
化
が
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
進
ん
だ
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
で
は
、
こ
れ
ま
で
二
大
勢
力
（
穏
健
党
、
社
会

民
主
党
）
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
極
右
政
党
（
民
主
党
）

が
、
移
民
・
難
民
の
排
斥
を
主
張
す
る
一
方
で
、
福

祉
重
視
を
掲
げ
て
国
民
に
浸
透
し
、
躍
進
を
し
て
い

る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
、
移
民
・
難
民
の
受
け
入
れ

に
積
極
的
で
あ
っ
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
は
対
照
的
に
、

こ
れ
ま
で
移
民
・
難
民
の
受
け
入
れ
に
は
消
極
的
で

あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
人
党
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
民
主
党
の
よ
う
な
極

端
な
主
張
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
ユ
ー
ロ
や
Ｅ
Ｕ
に

は
懐
疑
的
で
あ
る
。

　

現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
の
中
で
、
北
欧
諸

国
を
含
め
、
多
く
の
産
業
国
家
に
お
い
て
は
、
国
内

均
衡
（
国
民
諸
階
層
の
利
害
の
調
整
）
と
国
際
均
衡

（
国
際
経
済
協
調
）の
同
時
達
成
が
や
り
に
く
く
な
っ

て
き
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
つ
の
バ
ラ
ン
ス
を

ど
の
よ
う
に
と
る
か
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
国
際
協
調
面
で

重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
貿
易
額
や
投
資
額
を
増
加

さ
せ
て
き
た
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
後
い
っ
そ
う
の

農
業
不
振
に
陥
り
、
緊
縮
財
政
や
財
政
支
出
削
減
に

と
も
な
う
負
の
影
響
も
大
き
い
。
今
後
、
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
は
経
済
、
財
政
、
社
会
保
障
の
問
題
や
、
移
民
・

難
民
問
題
に
向
き
合
い
な
が
ら
、
国
内
均
衡
と
国
際

均
衡
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
の
か
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
（
詳
し
く
は
、横
山
純
一
著
『
転
機
に
た
つ
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
福
祉
国
家
―
高
齢
者
福
祉
の
変
化
と
地
方

財
政
調
整
制
度
の
改
革
』、
二
〇
一
九
年
一
月
、
同

文
舘
出
版
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

＜

よ
こ
や
ま　

じ
ゅ
ん
い
ち
・
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学
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大
学
法
学
部
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授＞
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た
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